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安まちメールを受け取ったり、地域の犯罪などを地図上で確認できるなど、
手軽に犯罪情報や防犯対策情報を受け取れます。防犯ブザー機能もついています！
安まちアプリを活用し安全・安心まちづくり！！  城東警察署 ■☎ 6934-1234

大阪府警察から防犯情報を
受け取れる「安まちアプリ」があります！

広報誌について
1月号発行部数：96,600部、発行単価(配布費含む)：約20.9円／部(うち約2.3円広告収入)「ふれあい城東」は点字版もあります。
ご希望の方は、総務課 ■☎ 6930-9095へ。CD版の貸出しも行っています。区ホームページにデジタルブック版、PDF版、音声版を
掲載しています。

城東区まちづくりセンターは、区役所からの受託により
地域活動協議会の支援や地域活動協議会を支える
町会加入の呼びかけを行っています。

問合せ：城東区まちづくりセンター
（放出西1-9-7 放出西会館内）
 ■☎ 6167-9900 ■FAX 6167-9901

地域活動協議会 だより

　各地域活動協議会では安心・安全に暮らせるよ
う、日々さまざまな地域活動を行っています。子ど
もから高齢の方まで、ボランティアで地域の安全
を見守っています。
　中でも、「青パト（青色防犯パトロール）活動」は、
地域を青色回転灯がついた車両でゆっくりと巡回
しながら、安全啓発アナウンスや声かけを行うとい
うもので、日頃の見守り、特に児童の登下校時など
子どもの安心・安全に大活躍しています。
　できるだけ、大通りではなく路地や狭い道を巡
回することで、子どもたちが危険にあっていない

かを見守っています。小学校の校長先生の声を
録音してアナウンスをしたり、夏休み期間に夜間
パトロールを行ったりと各地域で児童の安全のた
めに、アイディアや工夫を凝らして見守り活動を
行っています。活動は地域住民の皆さんによる
ボランティアで行われています。「青パト」を見か
けた際には、笑顔で見守ってください。

問合せ：市民協働課（防災・防犯）■☎ 6930-9045 ■FAX 050-3535-8685
城東地域活動協議会　　　　　　1月29日（日） ９:00～12:00　　　　　　城東小学校　　　　　　避難所開設訓練

地活協主催・防災訓練情報
地域名 日　時 場　所 内　容

城東区通信
私たちのまちを知ろう！

左から大東区長と川井様

藍綬褒章を受章!!
　中浜地区の民生委員・
児童委員の川井邦彦様
が藍綬褒章（社会福祉
功績）を受章されました。
多年にわたる功績に敬
意を表し、栄えある受
章を心よりお祝い申し
あげます。
問合せ：保健福祉課（福祉）

  ■☎ 6930-9142 ■FAX 050-3535-8688

住民の安心･安全のために､地域のパト
ロール～青色防犯パトロールのご紹介～

昼夜問わずに、
区内を
パトロール
しています！
菫地域活動協議会の
皆さん

城東区通信

伝達式に出席された皆さん

統計功労者市長感謝状伝達式を開催!!
　統計功労者市長感謝
状は、統計調査の業務
に従事し、その成績が優
秀な方を表彰するもの
で、区長からその伝達を
行いました。皆さんの功
績に敬意を表し、心より
お祝い申しあげます。
受賞者（順不同）： 
山川 裕子 様､  小林 直也 様、  新谷 浩一 様、  川﨑 篤子 様、
大迫 亮 様、  中野 孝文 様、  田中 勝己 様、  二宮 幸治 様、
服部 光彦 様、  末藤 多津子 様、  島 隆夫 様、  北村 祥子 様
問合せ：総務課（総合企画）

  ■☎ 6930-9683 ■FAX 050-3535-8684

左から大東区長、大道社会医療法人大道会理事長・森之宮病院 院長、
樋口大阪公立大学大学院リハビリテーション研究科 研究科長、
田邉UR都市再生機構西日本支社大阪エリア経営部 部長

森之宮病院、大阪公立大学および
UR都市機構と四者で連携協定を
締結しました！
　10月31日、城東区役所は森之宮病院、大阪公立大
学およびUR都市機構と新たに「森之宮地域における
スマートエイジング・シティの理念をふまえたまちづく
りに関する協定」を締結しました。

　健康で安心して
地域で暮らせるま
ちづくりを推進する
ため、四者で連携を
進めていきます。

問合せ：保健福祉課（地域福祉）
  ■☎ 6930-9857 ■FAX 050-3535-8688

【水三島紙工株式会社】

11月17日(木)訪問

左から
藤原会長、
大東区長、
田中社長

企業 訪 問シリーズ
第12回

　1955年創業、来期で70周年を迎えます水三島
紙工株式会社（野江1丁目）会長の藤原様、社長の
田中様、総括本部長の堂東様、主任の藤野様、
江川様と対談させていただきました。お出迎え
からお見送りまで、丁重にご対応いただき心より
感謝申しあげます。
　同社は、ビジネスフォーム事業を中核に、カー
ドメディア事業、メーリングサービス事業を展開。
コロナ禍でも、業績や人材確保も順調に推移して
いるとのこと。新たな事業領域にも挑戦する真に
イノベーティブな企業です。
　また、製品の実物展示を拝見させていただきま
したが、リーフレット類をはじめ、投票用紙、診察
カード、マグネット掲示物、抗菌イージーケースな
ど、多岐にわたっていることに驚かされました。
　社会貢献としての献血事業への協力のみならず、
寄付行為などの地域貢献にも注力されており、
区役所としましても、今後の活動に期待を寄せて
いるところです。
※「印刷からSDGsを考える」をコンセプトに、バイオマスイン
キの使用・プライバシーマークの取得などに取り組んでおら
れます。

環境に配慮した製品を拝見しました

大切な命を支える献血！

第32回令和4年11月7日（月）

城東大東区長の めぐ り

　大阪府赤十字血液センターの所長 谷様と対談
させていただくとともに、受付・問診・採血エリア
をはじめ、施設内を案内していただきました。
全てがＳＤＧｓです。
　献血した血液は、そのままの状態で医療機関
に届けられるのではありません。いくつもの製造
工程を経て、患者さんの元に届けられています。
また、血液は長期保存ができないため、需要の増減
を見極めながら、供給量を管理しているそうです。

　若年層の献血者数が減少傾向にあること、冬
期は血液確保が厳しくなることを課題として挙げ
られ、献血者のすそ野を広げることや広報・周知
に注力しているとのことでした。その他にも、地域
的な血液の過不足や血液型のかたよりを調整し
たり、まれな血液型などに対応するため、全国規
模で需給調整を行っています。
　区民の皆さん、献血へのご理解ご協力をよろし
くお願いします。

左から大阪府赤十字血液センター 谷 所長と大東区長 採血の説明を受ける大東区長ゆったりとした採血エリア

各地域からSNSやホームページで
情報を発信しています。

２０２3年1月号　No．３20


